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  第一章 天が支配する


「天が支配する。」（ダニエル四・二六）。


  



四福音書が書かれたのは、そこに記されていることが起きてから何年も後のことです。かなりの時間が経っていました。なぜそれらが書かれたのかに注意することが重要です。使徒たちは、そこに記されていることを長いあいだ証ししてきました。それらを人々に伝えて、それらの背後にある霊的真理を確立しようとしてきました。このように、これらの事柄を証しして、人々の心の中に霊的真理を確立しようとしてきた彼らが、今や、彼らが証ししてきた事柄を確証するためにこれらの記録を記します。これが、これらの記録がある意味です。


大事な点は、神は御子、主イエスのパースンにおいてこの世界に介入された、ということです。彼はこの世界の歴史の行程に介入されました。それには一つの主たる意図がありました――ご自身が権利を持っている事実を主張し、この世界にご自身の大権を持ち込むことです――それらは論争・反対・拒絶の的となっていたのです。


イスラエルが起こされたのは、これらの権利を示す者となるためでしたが、全体的にはイスラエルは失敗しました。神の権利を地上で証しして維持するための器としてのイスラエルは失敗しました。イスラエルは神の権利と大権を、具体的な公的形では全く表しませんでした。とはいえ、依然として忠信な者たちが所々にいましたが、その大部分は隠されていました。


ご自身の権利を持ち込むための神の介入は四重でした――１、マタイによる福音書に見られる、主権の問題における神の権利。２、マルコによる福音書に見られる、奉仕の問題における神の権利。３、ルカによる福音書に見られる、恵みの問題における神の権利。４、ヨハネによる福音書に見られる、愛の問題における神の権利。この四福音書は、キリスト・イエスにおける神の一つの介入を示しています。ひとりの御方を示しています。この御方には一つの御旨がありました。それは、神の権利を明らかにして、それらの権利を神のために確保することでした。四福音書が書かれたのは、恒久的な記録により、恒久的な形で、使徒たちが証ししてきたことを確証するためでした。１、主権――神の主権的権利と、知らされたその主権の性質。２、奉仕――奉仕における神の権利と、僕と奉仕の性質の何たるか。３―４、恵みと愛――これらにおける神の権利と大権。


これらによって、彼らは人々に神の要求と権利を認識して、それらに応じるよう召しました。彼らが御子のこの福音を宣べ伝えに行った所ではどこでも、神の権利を受け入れるようになった人々が彼らに加えられて、こうしてこれらの権利と大権に対する生ける証し人となったのです。


四福音書は天の支配の四つの面を導入します。マタイは王と主権的王国を導入します。「ダビデの子、イエス・キリストの系図」（マタイ一・一アメリカ改定訳欄外）。マタイが彼の福音書をどのように終えているのかは、きわめて印象的で注目に値します。「そしてイエスは彼らの所に来て（中略）言われた、『天においても地においても、いっさいの権威がわたしに与えられています。だから、行って、すべての国民を弟子としなさい』」（マタイ二八・十八～二〇）。マタイによる福音書は「すべての国民」で終わっています。


マルコによる福音書は、すべての造られたもので終わっています。「彼らが食卓に着いていた時、彼はご自身を現わされた（中略）彼は彼らに言われた、『全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい』」（マルコ十六・十四、十五）。それゆえ、僕と奉仕で終わっています。


ルカは人類を視野に入れていました。文脈から明確にこれがわかります。彼の福音書のキーワードは「人の子」です。彼は人類に向けて書いているのです。「わたしについて、モーセの律法と預言者の書と詩篇とに書かれているすべての事は成就されなければならない（中略）あなたたちはこれらの事の証人である」（ルカ二四・四四～四八）。それゆえ、すべての人に対する神の恵みで終わっています。


そして、ヨハネによる福音書では、すべての国民でも、すべての造られたものでも、人類でもなく、世の人への証しです。「神はそのひとり子を賜ったほどに、世の人を愛された」（ヨハネ三・十六）。「なぜなら、神が御子を世に遣わされたのは（中略）世の人が彼を通して救われるためだからである」（十七節）。「この方こそまことに世の救い主である」（四・四二）。それゆえ、愛のメッセージが示されています。


この四福音書には、それぞれ大きな重要性があり、四つの面を持つ一つの福音にとって決定的に豊かで意義深い重要性があります。


福音の宣べ伝えで真に十分な効果を得るために、まず第一に必要なのは、統治における主の主権に対する絶対的確信です。これは基本です。この確信がないなら、基礎がないことになります。今や主権は主の御手にあることを、あなたは知らなければなりません。それは御子の福音です――「私が私の霊の中で、御子の福音において仕えている神」（ローマ一・九）。そして、御子の福音において仕えるには、統治の問題における御子の主権を絶対的に確信していなければなりません。彼自ら、「すべての権威がわたしに与えられています」と宣言されました――それは今や主イエスの御手の中にあるのです。


マタイによる福音書で、教会が新約聖書の中に導入されます。しかも、天の主権に関して導入されます――イエスはお尋ねになりました、「人々は、人の子であるわたしを誰であると言っているか？（アメリカ改訂訳欄外）あなたたちは、わたしを誰であると言うのか？（中略）あなたはキリスト、生ける神の子です！（中略）シモン、あなたは幸いである（中略）あなたにこのことを啓示したのは肉や血ではなく、天におられるわたしの父だからである（中略）この岩の上に、わたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門も、それに勝つことはない（中略）あなたが地上で縛るものはすべて、天でも縛られ、あなたが地上で解くものはすべて、天でも解かれる」（マタイ十六）。


新約聖書へのこの最初の教会の導入には、いくつかの重要な意義深い特徴があります。主はご自身の教会の建設者です。「わたしはわたしの教会を建てる」（ゼカリヤ六）。地獄はこの教会建造に反対しますが、主権者である主は「ハデスの門も、それに勝つことはない」と仰せられます。これは争いがあることを意味します。御名により地と天で縛ったり解いたりすることは、主権的権威を物語っており、教会を地上におけるこの主権のための行政上の手段とします。なぜなら、教会は天の御座と連携しているからです。これは統治と関係しています。


きわめて重要な包括的事実は、教会は主が誰であるのかという啓示の上に建造されるということです。彼は「あなたたちは、わたしを誰であると言うのか？」とお尋ねになります。「あなたはキリスト、生ける神の子です」「この岩の上に、わたしはわたしの教会を建てる」。教会はこの主権の行政上の手段なのです。


印象深いことに、教会が導入されたのは、主イエスが決意を抱いてカイザリヤから十字架に向かわれた時のことです。十字架により、彼は教会を確保し、神の御旨を完成されます。マタイ十六章と黙示録一章を合わせると、そこには主権を御手に握っておられる主イエスの姿が見られますし、それは教会と関係していることがわかります。なぜでしょう？教会はこの主権の行政上の手段となるべきものだからです。「私は燭台の間に、人の子のような方を見た（中略）私は彼を見た時、彼の足下に倒れて死んだようになった（中略）彼は右手を私の上に置いて言われた、『恐れるな（中略）わたしは永遠にわたって生きている。そして、死とハデスの鍵を持っている。そこで、七つの教会に書き送れ……』」（黙示録一・十三、十七、十八、十、十一）。


この地上の政治的部門はみな、キリストの御手の下にあります。なぜなら、諸国民はこの世の政治的部門を代表しているからです。彼は権威をもって、「それゆえ、あなたたちはすべての国民のところに行きなさい」と命じられました。「人々が使者を殺すことはない」「悪は存在しない」と彼は述べておられるのではありません。この問題は解決されており、すでに決着済みであることが明示されている、ということです。黙示録では、それはすでに存在しているものと見なされています。なぜなら、黙示録はマタイ十六章の結果だからです。「わたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門も、それに勝つことはない」「天においても地においても、いっさいの権威がわたしに与えられている」（マタイ二八・十八）。「だから、諸国民のところに行きなさい。わたしはいっさいの権威を持っており、あなたたちを彼らのところに遣わします。地獄があなたたちに勝つことはありません」。


エペソ人への手紙に移ると、父なる神が主イエスをどうされたのかがわかります。「神は彼を天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権威、力、主権、唱えられるあらゆる名を超えて、遥かに高くされました（中略）そして彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました。この教会はキリストのからだです」（エペソ一・二〇）。「あわれみに富んでおられる神は、私たちを愛してくださった彼の大きな愛のゆえに（中略）私たちをキリストと共に生かし、キリスト・イエスの中で、彼と共に復活させ、彼と共に天上で座らせてくださいました」（エペソ二・四、六）。彼はすべての権威と唱えられるあらゆる名よりも遥かに高いことがわかります。今、これに関して、私たちは彼と私たちとをつなぐものを見なければなりません。これは必要かつ大事なことです。私たちは統治のための手段を常に見ていなければなりません――それは、エペソ人への手紙の「すべてを遥かに超えて」という御言葉に見られる霊的高揚と関係している教会です。天の支配がマタイによる福音書で大いに強調されており、様々な形で示されているのは、とても意義深いです。しかも、マタイによる福音書は新約聖書の中に教会を導入している福音書なのです。


霊的優位性を示す象徴


１．山々


山々はマタイによる福音書で重要な地位にあります。教会を導入している福音書でそうであることは意義深いです。なぜなら、教会は霊的高みになければならないからであり、霊の中でこの世の外になければならず、自発的にこの世と関わったりしてはならないからです。教会の真の姿を見るには、「キリストと共に、すべてを遥かに超えた」高い観点から見なければなりません。神は教会をこのように見ておられます。そうであってはじめて、教会は、教会の至高のかしらである主イエスに与えられたあの主権を司る手段たりうるのです。


マタイによる福音書では、山々に十四回言及されています。山々は聖書では霊的優位性を表しています。マタイによる福音書では、主は山々から治めておられます。彼は山々で祈りのうちに夜をすごされました。死者の中からよみがえった時、彼は彼らと会うために山の中のある場所を指定されました。そして、復活した彼は、ご自身の教会を山々の中に置かれました。「弟子たちは、イエスが指示された山に行った（中略）イエスは彼らのところに来て（中略）言った、『天においても地においても、いっさいの権威がわたしに与えられている（中略）だから、行きなさい（中略）見よ、わたしはこの時代の満了まで、日々あなたたちと共にいる』」（マタイ二八・十六～二〇、アメリカ改訂訳）。


「終わりの日に、主の家は、山々の頂に堅く立てられ、もろもろの丘よりも高く上げられ、すべての国民はそこに流れて来る」（イザヤ二・二）。行政上の地位にある教会は常に天と関係しています。主は、栄光のうちに上げられる前に、山々で教会と会って任務を委ねられました。裁きも山々からです。「ああ、エルサレム、エルサレム（中略）わたしはいくたび、おまえの子供たちを集めようとしたことであろう（中略）しかし、おまえたちは応じようとしなかった！見よ、おまえたちの家は荒れ果てたまま、おまえたちに残される」（マタイ二三・三七～三八）。


マタイによる福音書の最後では、エルサレムは脇にやられて無視されています――「十一人の弟子たちはガリラヤに行って、イエスが指示された山へ登った」（マタイ二八・十六）。ここで主は彼らに主権について語っておられますが、その主権は諸国民に関するものです。ガリラヤは主権の問題であって、恵みの問題ではありません。エルサレムを受け入れるのは恵みです――「彼は彼らをベタニヤまで連れて行き、手を挙げて、彼らを祝福された。そして、天に上げられた。彼らは彼を礼拝し、大きな喜びをもってエルサレムに戻った」（ルカ二四・五〇～五三）。ただ恵みだけがエルサレムを受け入れます。主権はエルサレムを根拠とする権威を脇にやって、主権をすべて主イエスご自身に与えます。エルサレムから離れたガリラヤの山にいる方に与えます。それはキリストご自身に属する権威です。この権威はエルサレムにではなく彼にあります。彼は局在的であるだけでなく、普遍的でもあるのです。


ルカはエルサレムから始めます。ステパノが殺されるまでは、エルサレムで恵みが継続しました。ステパノを殺した時、彼らは聖霊に対して罪を犯し、主はエルサレムから出て異邦人すなわち諸国民に向かわれました。しかし、まず彼は、すべての諸国民と関係しているペンテコステのときに、エルサレムから一団の人々を獲得されました。彼を十字架につけた人々に対する素晴らしい恵みです。彼は彼らを追い出すこともできましたが、そうされませんでした！ご自身の代表者となる核をエルサレムから獲得されたのです。ここに主権的恵みの働きがあります！


また、彼はキリストの一肢体のうちに同じことを行って、それにより、キリストのからだの一肢体に触れる者は直接キリストご自身に触れるのであることを示されました。「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか？」。サウロはステパノという人物の中におられる彼を迫害していたのであり、聖霊に対して罪を犯していたのです。そこで、主は天から出て来られました。恵みがサウロに働いて、ついに彼はパウロとなったのです。


主は、エルサレムにその座がある権威をお認めになりませんでしたが、すべての国民に対する権威を司るためにガリラヤに行かれました。マタイは、私たちの主イエスご自身に与えられた権威を導入します。次に、この権威を司る行政上の手段である教会を導入し、それを地から引き上げ、天と普遍的なものの中に移します。レムナント、選ばれた群れ、勝利者たる器、召された人々など、どう呼んでもいいのですが、彼らは霊的高みと優位性の地位に導かれなければなりませんし、こうして諸国民を管理・統治しなければなりません。しかし、それは恵みによる主権です。今の時代、それは恵みの御座です。そして、キリスト・イエスにある神の主権的恵みは、諸国民に対して宣べ伝えられつつあり、彼らの中から御名のために一つの民を召し出しつつあります。


２．天


七十五回「天」がマタイによる福音書で言及されています。マタイによる福音書は天の王国――天の支配・主権――の福音書です。


栄光の主が誕生された時、天が支配していたことがわかります。東方で見えた星は、当時の天を支配していた一つの星であり、地上の物事を支配していました。東から賢者を連れて来て、ベツレヘムの赤子だった主イエスの足下で礼拝させました。天が、御子の来臨に関連して、主権的に支配していました。なぜなら、「ソロモンよりも偉大な」方がそこにおられたからです。イエス・キリストの来臨と共に、新しい時代が始まりました。「東」は新しい時代の曙を意味します。ヘロデが割り込もうとしましたが、天が支配していました。あの一つの星が天で支配しており、地上の物事を統治していました。当時、それは天の星だったのです。


３．御使いたち


この福音書のもう一つの天の面を見てみましょう。十七回「御使い」がこの書に登場します。御使いたちは、「救いの相続人」（ヘブル一・十三～十四）に関する神の行政上の統治と関係しています。「ひとりの主の御使いが天から降りて来て、その石を転がし、その上に座った」（マタイ二八・一）。復活の主権を帯びたひとりの天使です。ひとりの御使いだけで、この世の諸々の政府や地獄の全勢力・たくらみに対するのに十分でした。ああ！これはなんという慰めと確信を与えてくれることでしょう。そうです、ここに、地獄の力と地上最大の政府を無に帰す天の支配が見られます。というのは、当時のローマは世界政府の長であり、この世のすべての政府を代表していたからです。すべての主権と権威は主イエスの御手の中にあること、そして、御使いたちは「救いの相続人」に関する神の行政上の統治に関わっていること、を知るのは幸いなことです。マタイによる福音書では、ひとりの御使いが諸国民における主イエスの統治と関係しています。これはなんという力と権能を意味することでしょう。


マルコによる福音書では――「墓の中に入ると、彼らは白い衣を着た一人の若者を見た」とありますが、これは純粋さと、聖さに基づく全被造物への奉仕を示しています。道徳的性格を帯びた問題――全被造物に関わる聖さ――を管理・統治しているひとりの御使いを示しています。


ルカによる福音書――「見よ、二人の人がまばゆい衣を着て彼らのそばに立っていた（中略）なぜ、あなたたちは死者の中に生ける方を探しているのか？」。ふたりの御使い、二人の人です。二は聖書では証しの数です。全人類に対する十分な量の証しです。主イエスの主権と統治に関して人類に対してなされるべき十分な証言・証しです。


ヨハネによる福音書――「ふたりの御使いが、イエスの体が置かれていた場所に、ひとりは頭のあたりに、ひとりは足もとに座っていた」。ヨハネによる福音書は特に愛を強調しています。「神は世の人を愛された」。愛をもって彼は御子をお与えになりました、罪を担う者とならせて世の罪を取り除くためにです。神の愛にまさるものが何かあるでしょうか？この御使いたちは神のこの愛の中に安息しています。なぜなら、神の愛が勝利したからです。この神の愛を真に理解する時、あなたは座って安息できるようになります。それは世に対する神の愛の証しであり、神の愛の中に安住することです――この愛は、神が御子を遣わして死者の中からよみがえらされたことに表れています。諸国民における彼の愛の主権にまつわる天の介入です。御使いたちは、神の愛にまつわる行政上の統治にいそしんでいます。


これらの天の要素はみな、主イエスと、諸国民の間における彼の主権に浴している彼の教会とに、関係しています。この主権の中に、私たちは生き生きとした関係と経験によって導き入れられたのです。神の秩序は決して孤立した構成単位から成ってはいません。彼は弟子たちを二人ずつ召して遣わされました。この二人というのは、代表を表す人数であり、教会に対する証しです。私たちは「からだ」の原則を認識し、神ご自身の秩序を霊的に理解して忠実に守らなければなりません、なぜなら、もし独立して行動するなら、あなたは教会の主権的かしらである主イエスの覆いの下から出ることになるからです――「神は彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました。この教会は彼のからだです」（エペソ一・二二）。御座の祈りは教会の問題です。主権の福音の証しを携えて諸国民のところに出て行くときは、キリストのからだによる御座の祈りという覆いを持つことが絶対に必要です。そうしてはじめて、神の御旨が実現されて、サタンの王国の上にこの主権の影響を及ぼすことになるのです。孤立した、救われた個人としてではなく、かしらとその肢体たち――一つからだ――との正しい関係の中で、出て行かなければならないのです。


エズラ記の七章では、「主の家」が建てられて、直ちに天とのつながりが生じます。「天の神によって命じられていることは何でも、天の神の家のために、正確に行われるようにせよ」（二三節）。これはアルタシャスタの驚くべき布告です――「あなたの神の律法と王の律法を守らない者はみな、死刑でも、追放でも、財産の没収でも、投獄でも、全力を尽くして判決が執行されるようにせよ」（二六節）。これが、主の家の建造にあえて反対する人の上に下されることになっていました。アルタシャスタは、神のためのこの家の建造を早めて確実なものとするために、最大限の努力をしているように思われます。三回、「天の神」と述べられています。覆されえない主権が働いていて、主の家の建造と関係しています。天の支配がここに見られます。


ルカによる福音書でも、この同じ事実が示されています。すなわち、天の支配は主の家――彼の教会――と結びついている、という事実です。このように、天の主権の行政上の手段としての教会が強調されています。「七十人は喜んで帰って来て言った、『主よ、悪鬼どもでさえ、あなたの御名の中で私たちに服従します』」。「彼は彼らに言われた、『見よ、わたしは敵のすべての力を踏みつける権威をあなたたちに与えた。何ものもあなたたちを害することはない』」。「その時、彼は聖霊の中で歓喜して言われた、『ああ、父よ、天と地の主よ、あなたに感謝します。あなたはこれらの事を知恵や学識のある者から隠して、みどりごたちに啓示してくださいました。このようなことは、あなたの目に喜ばしいことであったからです』」（ルカ十・十七）。（七十は代表を表す数字です。）


ですから、「天の門」は「ハデスの門」に打ち勝ち、「天の計画」は「ハデスの計画」に打ち勝つことがわかります。この主権の家に、地獄の計画は打ち勝てません。なぜなら、神の計画は永遠の過去に立てられたものであり、神のみこころを望み決意するあの群れを確保するためのものだからです。


天の王国、つまり天の支配・統治は、神の主権が働いている領域ですが、その中では、ふさわしくないものはすべて排除され、神にしたがっているものだけが残ることになります。「地引き網」と「毒麦」のたとえを見てください（マタイ十三章）。本物は偽物から分けられて、主は世の諸国民の間からご自身が「召し出した者たち」を確保されます。ご自身が贖った者たち、ご自身の教会、黙示録に見られる神の都を確保されます。


「これらの事の後、見ていると、見よ、あらゆる国民、部族、民族、言語の中から、だれも数えることのできない大群衆が、御座の前に、また小羊の前に立っていた（中略）彼らは言った、『救いは、御座に座しておられる私たちの神と小羊にありますように』」（黙示録七・九、十）。


「そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山に連れて行き、聖なる都、新エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり（中略）水晶のように透明であった。小羊の妻である花嫁である」（黙示録二一・九～十一）。


  



  第二章 天からの務め


「天が支配していることを知った後、あなたの王国はあなたに確保されるでしょう。」（ダニエル四・二六）。


「神の見えない永遠の力と神性の特徴は、世界が創造されて以来、明らかに見られており、造られた物において認められているので、彼らには弁解の余地がありません。」（ローマ一・二〇）。


「しかし、キリストが来て、来たるべき良い事柄の大祭司となられ、手で造られたのではない、すなわち、この創造に属するものではない、さらに大いなる、さらに完全な幕屋を通して（中略）こういうわけで、天にある事柄の模型は、これらによってきよめられる必要がありましたが、天の事柄そのものは、これらよりもまさったいけにえによって、きよめられなければなりませんでした。なぜなら、キリストは、まことのものの型である、手で造られた聖所にではなく、天そのものに入られたのであり、今や私たちのために、神の御顔の前に現れてくださったからです。」（ヘブル九・十一、二三、二四）。


  



天の支配を、ネブカデネザルは認識するようにならなければならず、そのために主は彼をとても厳しい劇的な方法で導いて、「天が支配していることを知った後、あなたの王国はあなたに確保されるでしょう」と言われました。この偉大な神の御言葉が意味する内容の中に、主はいま私たちを導こうとしておられるように感じます。これを霊的に理解できるようになるには、聖霊のとても特別な助けが必要である、と私はこれまで以上に感じています。私たちが話している事は、聖霊の明確な助けによってのみ、理解・把握することができます。私たちはこれらの霊的原則に直ちに戻ることにします。これらの霊的原則――天の支配――に、神ご自身に関することがすべてかかっています。


この御言葉が意味するところは次のとおりです。すなわち、聖書の中に神に関する事柄の体系が、多くの局面や側面、多くの詳細、多くの表現形式と共に示されていたとしても、それらは実体ではないのです。それらは、天的で、神聖で、霊的な法則や原則の表象にすぎません。地上の事柄は天の事柄の型にしたがって造られており、地上の事柄や自然界は、大部分、実際ではありません。天的で霊的な実際の反映・表象にすぎません。そういうわけで、私たちは、それを述べているヘブル書に進んだのです。地上に幕屋がありましたが、それは天の幕屋ではありませんでした。地上の幕屋に関するものはみな、偉大な天的体系を示す表象、感覚的表現にすぎませんでした。それは霊的法則や霊的原則の具体化でした。そして、型は過ぎ去って実体に場所を譲る定めにありました。


事実はこうです。天的な体系があって、それは全く霊的であり、一瞬たりとも天然の感覚では理解できないものなのですが、神はそれを型や絵図や様々な方法で描写してこられたのです。しかし、神の御旨は、人が型にすぎないものを握って永続させることではなく、それらすべての背後には、人がその中に入ることを神が望んでおられる霊的体系があることを認識するようになることでした。私たちはこれをある意味で知っていますが、適切に認識していません。そして、私たちがこれを適切に理解していないせいで、キリスト教圏は道に迷っています。キリスト教圏は表象を握って現実のものとし、そうして地上の事柄を目的とし、万物の背後に横たわっている霊的原理を見ることに失敗したのです。


もし事物だけにかかりっきりになるなら、遅かれ早かれ、何の結果も得られないことにあなたは気づくでしょう。それは、あなたを進み通させることができず、自己目的化してしまいます。しかし、その背後にある霊的原則を理解して、たんなる事物から解放されるとき、直ちに、あなたは全く無窮なるものの中へと突き進むことになります。神はこれらの霊的原則によって統治しておられます。天的体系が万物を秩序づけています。神と共に不可視の領域の中にある、背後に横たわっているものこそが、最終的・究極的なものなのです。


こういうわけで、全く神に属するものと関係しているものには必ず霊的な啓示が必要である理由を、私たちは理解することができます。それは聖霊によって啓示されなければなりませんし、聖霊によってのみ啓示されえます。それは、個人の側に霊的な状態がなければならないことを意味します。彼らの性質は、真の意味で、霊的でなければなりません。これは、私たちがよく知っているパウロの言葉です。彼が言うには、天然の人（魂の人）は神の御霊に属する事柄を受け入れず、それらを知ることもできません。それらは彼らにとっては愚かなものです。「しかし、霊の人はすべてを判断（識別）します」。


天然の人にとって、全く神に関するものはすべて、謎であり、霊的啓示によってのみ理解可能です。それには、その人は霊的存在になっていなければなりません。ここで、たんなる賢さはすでに排除されていることがわかります。それはここでは通用しません。発達した知性や力のようなものは脇にやられています。学識のようなものは、御霊に属するものと何の関係もありません。天然の人は、良かれ悪しかれ、ここに立ち入れません。人間的能力はこの領域の中に入り込めません。天然の人は天然の事柄に頼ろうとするので、神は彼を排除せねばなりません。高慢な人は御霊に属する事柄の中に入れません。しかしそれでも、私たちは往々にして、あたかも物知りであるかのように人前に出てしまいます。私たちは、この地上で、ある種の長所や能力を持っており、それらを人前でひけらかしてしまいます。これがまさに現在の組織の恐るべき危険性です。人をひとかどの者に仕立て上げて、特定の地位に置き、人々の群れに対して権力を持つ立場を与えているのです。


神は高ぶる者を遠くからご覧になります。霊的祝福の真髄が欲しければ、砕かれ、揺さぶられ、粉々にされた、自分自身では全く無に等しい人のところに行かなければなりません。神はそのような人を通してご自身を注ぎ始め、望みのものを獲得されます。神が望んでおられるのは、このように最も深い意味で霊的な人々です。啓示を与えて、天が支配していることを示せるような、全く霊的な人々です。


繰り返しになりますが、これは、本質的に神に属する事柄の中に入ろうとしているすべての人に必要なことを示しています。神から出ているものに不可欠なことは何でしょう？上からその中に入らなければならないことです。水平的に物事の中に入ることもできます！――大学である程度準備することにより、あるいは、そのための他の準備によってです。そして、「務め」と称されている、この地上の物事の中に入ることができます。あるいは、水平的に聖書の教えの中に入ることもできます。それを知ることができますし、引用することもできるかもしれません。聖書のすべての教理の中に入り込むことができます。あなたは、「それを取り上げた」ので、このような形でその中に入ったのです。あなたはこれを「教会に加わること」と呼びますが、そのような形で中に入ったとしても、その中にいることには全くなりません。あなたは完全に間違った立場にあります。特別に神に属している事柄の中に入る唯一の道は、御霊の中で、御霊によって、啓示という方法で、中に入ることです。


その時、「務め」は、もはや教会や講壇や会衆等の問題ではなくなります。務めは外面的なものによって支配されるものではなくなります。神はあなたに啓示を与え、そして、あなたの骨の中には火が燃えているようになります。あなたは、自分が生きている時に対する神のメッセージを持ちます。天が支配しています。あなたは神の御言葉の中に、賢明かつ知的な方法で入り込むかもしれませんが、聖霊は聖書の背後に何かを持っておられます。それは人々のための聖書の素晴らしい話ではありません。それが終わった時、人々は「気の利いた話だった」と言いますが、大きな変化はあったでしょうか？彼らの存在の奥底に強力な影響を与えたでしょうか――どうでしょうか？彼らが神の御子のかたちに同形化されることについてはどうでしょうか？


あなたは水平的にではなく上から、務めの中に入ります。上からその中に入らないかぎり、神の御旨を完全に果たせる神の僕は一人もいません。そして、そのような方法で入る時、それはその人の人生に、凄まじい激変的性質を帯びた何かを引き起こします。これが、模倣が不毛である理由です。キリストを模倣することはうすら寒いことであり、その中に何の力もありません。とても麗しく神秘的ですが、あなたの存在の根底を変えることはありませんし、あなたを御子のかたちに同形化することもありません。物事を聖書の型にはめても、命は得られません。神に属するものはみな、聖霊によって造り込まれなければならないのです。


今日、天の支配が大いに必要です。しかし、聖霊がそれを行わなければなりません。組織的キリスト教の中に見られるものはそれではない、という事実を私たちは認識するようにならなければなりません。霊的な神の民は、自分たちはキリスト教や教会や教会制度の古い体系から分けられていると、ますます感じるようになりつつあります。人々は、これまで長いあいだ支配してきたものに、深い不満を覚えるようになりつつあります。霊的実際を求める叫びが上がっています。多くの説教は気の利いたものであり、機知に富んでいます。しかし、霊は飢えています。あらゆる活動がなされていますが、霊の命はありません。主は天にある事柄の性質を私たちに示してくださる、と私は信じています。人が地上に引き降ろし、取り上げ、ながらえさせてきたものは、せいぜい、天にある事柄の貧弱な模倣にすぎません。非常に広大な領域では、それは天的な事柄の戯画にすぎないのです。


人は天的な事柄を握り、地に引き降ろし、それらを地的な事柄にしました。これにより、最初からすっかり道を誤ったのです。最初、事は御霊に属していました。人々は自分の家で、あるいは至る所で集まりました。大事なのは場所ではありませんでした。務めではありませんでした。主だったのです。人々は彼の周りに集まりました。しかしその後、人々が「公共の建物が必要だ」と言う時が来ました。そして、建築物が一つの要素となり、こうして諸々の事柄が発達していき、人が注目する地上のものとなりました。人々を引き寄せることを、彼らは欲しました。そしてこれが、教会を襲った最大の危機の一つの第一歩でした。威信、名声、世人を引き寄せることを求めた結果、教会の中に混合が生じたのです。大物をそれに所属させられれば、人々を引き寄せられます。悪魔の最大の手段の一つは、教会を大衆化させることです。最も重要なことが失われます。それは、教会とキリストは天然の人にとっては謎であるということ、そして、天然の人がそれを理解することを期待しても無駄であるということです。教会は本来、神の御心によると、霊的なものです。すべてを実際に支配しているのは、事物に関する神の観念であって、私たちの観念ではありません。主と共に進み続けるなら、全体的な体系の変化が起きて、私たちはますます物事を天の観点から見るようになるでしょう。天的な結果を得るには、天的な体系の中に入らなければならないのです。


「天」の意味


「天の支配」について述べるとき、「天」という言葉が最も大事な思想です。私たちは聖書における天の象徴的意味を理解したいと思います。聖書の中で天が示す最初の点は普遍性です。聖書全体を辿っていくと、天は普遍性を表していることを常に見いだします――すべてに浸透し、すべてを包み、すべてを含む、天の普遍性を示しています。天はすべてを束ねます。存在するものはみな、天の内側にあります――どんな惑星を訪れたとしても、天はその外側にあります。これが天という思想の普遍的原理です。その所で、あなたは霊的秩序を理解し始めることになります。


この普遍性は主イエスと密接な関係にあり、主イエスはそれと密接な関係にあります。彼は天的な方であり、天的な人であり、天的な主です。彼は――「わたしは天から来た」――「あなたたちは地からであり、わたしは天からである」というこの事実を、地上でなんと絶えず繰り返し強調されたことでしょう。彼が口にされた「天」という言葉は、途方もない意義に満ちています。なぜなら、彼は、神に関するいっさいのものの代表者だからです。この原則は、神に関するものを、絶対的に普遍的なものとして示しています。


コロサイ書の一章は、主イエスの素晴らしい普遍性を啓示します。それは永遠の過去まで遡って、創造の時の彼を示します――「彼により万物は創造され」「彼から、彼を通して、彼に至るように、万物は造られ」ました。――諸々の時代を彼のパースンで覆い、あなたを時のない永遠へと導きます。この一つの章の中に啓示されている私たちの主イエスのパースンは、絶対的に普遍的です――すべての時代、すべての領域を含んでいます。エペソ書によると、彼はすべての天を超えておられます。主イエス・キリストの普遍性は、父なる神の御思いであり、御旨であり、御意向です。ですから、彼は神に属するすべてのものを包括的に表している方であり、あなたが霊的に神に属しているものの中に入る時はいつでも、直ちに、絶対的に普遍的なものの中に入ることになるのです。


もちろん、これが、私たちの主イエスの十字架の理由であり、古い人とそれに関するいっさいのものの磔殺の理由です。その理由は次のとおりです。あの十字架は、神の御旨よりも劣るものを終わらせ、清算するのです。というのは、事物は神の御旨よりも低い水準に引きずり降ろされてしまったからです。分裂、疎外、人や物の束縛が生じて、神と神のこの世界における人に対する御旨は制限されました。十字架はそのすべてを解消します。復活は、無限なるものへの、普遍的なるものへの、解放を意味します。私たちの主イエスご自身の場合、それは、もはやシリヤの数マイルの土地に縛られないこと、時間はもはや問題ではなく、地理ももはや問題ではなく、距離は関係ないことを意味しました。復活は普遍性を意味します。なぜなら、復活はあなたを霊的実際の中に導くからです――肉から解放されて霊の中に移され、人に属するものから解放されて神に属するものの中に移されます。私たちはピリポのように体ごと引き上げられたりはしないかもしれません。しかし、私たちの新創造の命は、また、私たちの務めは、普遍性を帯びています。私たちにはいかなる形の制限もありません。私たちは今晩この場所にいるかもしれませんが、それによって縛られてはいません――祈りによって地の隅々まで触れることができます。私たちは今、復活の立場に基づいて、解放されており、天の王国の解放の中に移されています。御霊の油塗りの下で、主イエス・キリストの普遍性の中に移されています。これが十字架の理由です。


ここで、子たる身分という問題の全容が見えてきます。子たる身分は常に復活と関係しています。主イエスの場合、彼は特に復活という根拠に基づいて神の子と定められました。これは、その前は彼は神の子ではなかった、という意味ではありません。子たる身分はこの根拠に基づきます。これはヨルダン川での出来事に象徴されています――予型としての復活という根拠に基づいて、御父の声が御子を証ししました。「あなたはわたしの子、今日、わたしはあなたを産んだ」――これは十字架の御業と深く関係していました。


子たる身分とは何でしょう？それは全く普遍的です。コロサイ書一章を読むと、子たる身分は時を超越していることがわかります。それは復活と関係しています。なぜなら、復活とは時を超越したところに入ることであり、時を超越した命――代々にわたる命――が入って来ることだからです。これが復活の命であり、それと共に、時間を超越した子たる身分がもたらされます。エペソ書を見ると、あなたは十字架により時の前に連れ戻されて、この世界を創造する前から神は私たちを御心に留めておられたことを示されます。ローマ書は同じことを述べており、神の永遠の御心・御思い・御旨を啓示していますが、それによると、世界を創造する前から神は私たちのことを御心に留めておられたように思われます。私たちは神に選ばれました―「予め知っていた者たちを、彼は御子のかたちに同形化しようと予め定められました」。私たちは彼と共に復活させられ、「違反と罪の中で死んでいたあなたたちを彼は生かして」くださいました。これに関連して、子たる身分の永遠性が見えてきます――予知と予定から見えてきます。子たる身分は永遠であるだけでなく、普遍的でもあります――この地上の事柄であるだけでなく天のものでもあります。私たちは今や、「アバ、父よ」と叫ぶ子たる身分の霊にあずかっているのです。


私たちの主の誕生の普遍性に注目してください――あらゆる普遍的要素が彼の誕生に関わっています。そこに天が関わっています。子たる身分の中に入るとき、あなたは神が人のために定めておられた所に立ち返ることになります。神は当初、人がご自身の宇宙の中心となるように定めて、ご自身の周りに万物を集めようとされました。人は、神の御旨により、御手の業を支配するよう定められていました。一人の新しい人――「彼のからだである教会」が完成されて――栄化される時、そのような結末になります。万物は教会を通して支配されます。子たる身分にあずかる人はみな、遍く子たる身分にあずかります。子とされるのは素晴らしいことです――罪を赦されて地獄から救われることを遥かに超えています。私たちの宣べ伝えの働きには適切な背景がなければなりません。地獄からの救いは、人に関する神の御旨の偉大な永遠の流れの中では、最初の小さな一歩にすぎません。子たる身分は永遠を含みます――すべての時代を含みます。「神の相続人であり、キリストと共同の相続人」なのです。子たる身分は時間を超越した普遍的なものです。なぜなら、子たる身分は霊的だからです。


天と、天の霊的な体系に属するものには、局所的でしかないものは何もありません。ここにあるもので神に適っているものはみな、神の御思いによると、普遍的なつながりがあります。私たちは、神に属するいっさいのものが有している普遍性を見なければなりません。


パウロは偉大な例です。彼は特に天と関係していました。ダマスコ路の途上、天が開けて、彼は主の御声を聞きました。後に彼は再び天の啓示を受けました。その後再び、彼は第三の天に引き上げられました。天について彼はなんと多くのことを述べたことでしょう！彼は、地上の限界から解放された素晴らしい例でした。


彼の国民性を見てください。これだけでも、彼の回心は奇跡中の奇跡だったでしょう。ここに過激なユダヤ人、ユダヤ主義者がいます――今日、これ以上に過激な原理主義者は地上にいません。ユダヤの伝統と権益のために彼が何をするのかを見てください。何があってもやめず、優しい気持ちをすべて捨てます。彼は、この道の者を男でも女でもすべて投獄する権威を受けていました。優しい気持ちは全くありません――きわめて過激です。ここに一人の若者がいます。この若者の顔からは、天の栄光を仰ぎ見ている様子が伺えました。また、その口から「天が開かれて、人の子が神の右に立っておられるのが見える」という言葉が発せられるのが聞こえました。しかし、タルソのサウロはユダヤ人的血気のゆえに、それをすべて打ち砕いたのです。彼はそのような人でしたが、後に異邦人への使徒となった彼を見てください。ペテロに抗議した彼を見てください。それは、ペテロは入って行って異邦人と共に飲み食いしていたのに、ユダヤ人たちが下ってきたら身を引いたからでした――「私は面と向かって彼に抗議しました……」。これが教会について書いた人です。天の啓示以外の何ものも、このような人を変えることはできません。この人が後に、「そこにはユダヤ人もギリシャ人も、男も女もありません……」と記したのです。そこでは、地に属するものには何の地位もありません。それでも今日、依然としてこの低い水準にある霊的な人々がいます――地的区別がなくなっておらず、一つからだのビジョンもありません。あなたや私はイギリス人でも他国人でもありません――私たちは天の市民であり、あなたは私のことを肉にしたがってではなく霊にしたがって知っています。もしそうなら、そこには一つ霊――子たる身分――があります。私たちの共通の立場がそこにあります。御霊の一致は御霊の一体性です――これが普遍性です――天が支配しています。神の観点では、天が支配しているのです。


コリント人たちを大いに悩ませた問題は、「あなたたちはみな、私はアポロにつく、私はケパにつく、と言って」いたことでした。自分たちが好む人々の選択を制限していたのです。彼らが人々の周囲を巡っていたので、パウロは「私はあなたたちに、霊の人に対するように書き送ることができませんでした。むしろ、肉の人に対するように書き送りました」と記しました。これは強力な原理の働きであり、こうしたものが入って来ると主は出て行かれます。


パウロはあらゆる面で、天の支配を行政上代表していました。諸国民に関するかぎり、彼は天の原則の体現者となりました。国々のようなものは彼にとってはもはや存在していませんでした――すべての国民の中から一つからだを形成するために、彼の務めは天的な務めでした――天からの務めでした。彼の超越性、天的性格を示す途方もない印は、彼の普遍的著作が牢獄、鎖、ローマの法廷といった状況から出てきたにもかかわらず、当時最もよく使われていた表現が「天上で」だったことです。彼は天然的には制限の中にありましたが、普遍的な務めをしていたのです。彼はこう述べています、「今後、私はいかなる人も肉にしたがって知ろうとは思いません」「愛すれば愛するほど、愛されなくなったとしても」。この人は人に属する事柄を超越していました。彼はコリント人たちのために愛を注ぎ出しましたが、それでもその手紙の中でパウロは彼らが自分について言っていたことを引用しています。パウロは地的感情を超越していました――天が支配していました。取るに足りないちっぽけなものから抜け出して、普遍的なものの中に入りなさい。子たる身分について多くのことを書き記した人の中に、子たる身分の実例を見ることができます。ローマ八章とガラテヤ人への手紙を読んで、子たる身分がいかに人に属するあらゆる地的制限――人の知性、思い、判断、姿勢、評価――からの絶対的な解放と自由を意味するのかを見てください。彼は御子によって自由にされていました。そして、御子が自由にされる者は、確かに自由なのです。


新しい人は、自分を創造された方のかたちにしたがって、新しくされつつあります。このかたちは普遍的なものです。主イエスを見てください。彼の誕生、バプテスマ、死の普遍性を見てください。主の死を記念することは、ほとんど儀礼的な儀式の問題となっています。しかし、神の永遠の御旨は、あらゆる国民の中から一つのからだを集めて、永遠の普遍性の中に移すことです。神のみこころは、ご自身の食卓を囲む会衆が天のものを身にまとって、生ける証しとなることです。儀式を行うことと、生けるものを記念することとは、全く異なります。天が支配しています。主はこれらの事柄の霊的意味を回復することを願っておられます。


  



  第三章 天の普遍性


神が目指しておられる目標は、主イエスの普遍的主権です。しかし、主イエスはひとりの御方であるだけでなく、天的体系の代表者でもあられます。主イエスはひとりの御方として現わされただけではありません。彼はひとりの御方として啓示されましたが、それだけでなく天の体系の代表者としても啓示されました。昔の幕屋はそのすべてが主イエスを示すものだったがゆえに、包括的な体系でした。昔の宮は主イエスを予型的に示すものであり、宮と関係しているいっさいのものの中に彼を見ることができたがゆえに、宮は一つの体系でした。ですから、これらの型は主イエスが示しておられる一つの体系を指し示しており、神がキリストにしたがって万物を再構成される時、この体系が普遍的に支配することになります。これを神はしておられることを、私たちは認識しなければなりません。


「キリストにしたがって」が標準です。それが、神が御心に留めておられるいっさいのものの尺度であり、性格です。神の新創造は、ですから、全くキリストにしたがって構成されています。ですから、それはひとりの御方にあって結ばれている一つの体系であり、キリストのものである人々はその中に入らなければなりません。それは最終的に、この「からだ」がキリストを一つの霊的体系として全宇宙に示すようになるためです。


主イエスは神の天的体系の代表者となられた以上、私たちはキリストにあるすべてのものを――神によって確立された原理と法則という点で――普遍的なものとして見なければなりませんし、キリストの豊かさの中に入らなければなりません。そうすることは、たんにある種の豊かさの輪の中に入ることではありません。神が主イエスの内に見ておられるあらゆる豊かさの中に入らなければならないのです。神は私たちを主イエスの豊かなあらゆる天的意義の中に導くことを願っておられます。


新生の普遍性


主イエスの誕生とその普遍性についてはすでに述べました。それはたんなる「受肉」と称されている出来事ではないことを、私たちは見ました。それはそうではあるのですが、ただそれだけではありませんでした。私たちが御霊から生まれる時、上から生まれたがゆえに霊的な意味で上から下って来る時（とはいえ、私たちの新生と主イエスの誕生との間には大きな違いがあります）、それは聖霊の結果であり、そして新生によって私たちは起源においても出生においても天的になります。この同じ聖霊によって御霊から生まれる時、私たちは直ちに主イエスご自身の普遍性にあずかることになります。


私たちの子たる身分は普遍的なものです。神の子らの出現は全被造物に対してなされます。神が御旨を達成されないかぎり、被造物はそこに到達できません。神の御旨は神の子らの出現です。全被造物がそれと関係しています。これは――この新生は――途方もないことなのです。これはあまりにも通俗的なものになっています。これが網羅する領域を見ると、天がその中にあります。地獄もその影響を受けます。なぜなら、最終的に教会、キリストのからだによって、サタンは天から追い出されることになるからです。


真に新生して、子たる身分の霊が実際に入って来られる時、恐ろしい戦いの歴史が始まります。この戦いは、その霊の中で、天と地獄との間でなされる戦いです。新生していない人たちに、この戦いはわかりません。肉にある人たちは人格を持つ悪魔を信じていませんが、このこと自体が自らの問題を示すものであり、とても重大な意味があります。地獄の狙いは神から生まれたものを損なうことです。霊的成熟に達する時、地獄はその力を失うからです。ですから初期の頃に、敵は神に属するものを損なおうとします。


この世の体系の背後には悪魔的意識があります。そして、神に属するものが入って来て優位に立つなら、その体系はなくなってしまうことを自覚しています。宗教界の中にいる天然の人は、神の御霊に属するものを嫌います。純粋に霊的で天的な事柄を、あらゆる見せかけの敬虔さと外面的な形式を伴う今日の宗教界に持ち込むなら、直ちに戦いが生じます。天然の人がそこにやって来て、脚光を浴びて楽しんでいます。天然の人が実際にそこにいます。そして、純粋に霊的なものを持とうとせず、それに対して戦います。これが主イエスの生涯に起きたことです。彼に最も抵抗したのは宗教界でした。宗教と真の霊性とは、別世界のように異なっています。


その範囲と内容と豊かさを認識することがなんと重要でしょう。私たちは、主イエスと新生の意味について、その豊かさの中に細部に至るまで入り込まなければなりません。「私は再生されました」と言うだけでは不十分です。主は私たちを導いて、新生とは何か、その本質と現実を見せることを願っておられます。私は確信していますが、キリスト教の問題・弱さ・敗北のほとんどは、クリスチャンがキリスト教の意味を認識していないからである、ということで説明できます。新生に関する適切な観念を持っている人なら、この世に少しでもとどまり続けることは不可能でしょう。「世的なクリスチャン」という句は、言葉として矛盾しています。地に属することと天に属することとは違います。新生に関する真の観念を経験的に持っているなら、何であれこの世の体系の中にあるものと霊の中で自発的に一つになって幸福感を覚えることはありえません。しかし、今日の状況を見てください――クリスチャンたちは、救われることと、人生の半分をこの世ですごして、この世のものに夢中になることとに、何の矛盾も感じていません。これは、新生の本質自体に矛盾しています。新生について適切に理解しないかぎり、完全に神にしたがっているものは得られません。敵は、この世の体系を通して、神を示すはずのものを依然として握っており、それを神を否定するものとしています。敵はこれを掲げて、「主に属するはずのものが、この有様とは」と言っています。


しかし、欠けているのは、目を開かれて新生の性質を見ることだけです。新生には、この世の体系全体を打ち砕く天の力があります。新生にはそれを滅ぼす力があります。この世の体系は神の子らの出現によって滅ぼされることになります。なぜなら、神の子らの出現とは、キリストがご自身の教会において現わされることだからです。ですから、私たちに必要なのは、新生のような基本的・基礎的な事柄に対して、主に私たちの目を開いてもらうことです。


批判的にはなりたくありませんが、主が御心にかなうものを得られますように、という熱意で私は燃やされています。きわめて危険な傾向が生じています。それは組織的な方法で「キリストのための決意」を求める大衆運動です。あなたが大衆的な方法で福音を説き、例話や物語や説明を持ち込み、感情を掻き立てるように計算されたものを持ち込む時、そして次に、何らかの行動を求める時、それによって大衆が押し寄せて、その時から、彼らは自分たちのことを救われた者と名乗るようになります。しかし、半時間たっても、新生の真の性質については相変わらず前と同じく無知なままなのです。彼らは進み続けることはできますが、新生の性質については無知なままです。にもかかわらず、彼らは「ある時、自分はクリスチャンになった」と言うのです。彼らの中には再生されていない人もいる、とは言いませんが、全体的に見てそれは危険な傾向です。なぜなら、新生の何たるかを知らない人々にキリストの御名を帯びさせているからです。彼らはそうするよう説き伏せられてきました。新生は魂の誕生ではなく霊の誕生であることを、私たちは理解しなければなりません。新生は上から再び生まれる問題であり、神の行為です。人にできるのは、せいぜい態度を決めることくらいです。


私たちに踏み出せる一歩は、一方の道か他方の道に向き合うことだけです。私たちは自分の意志で道に向き合いますが、すべては神の御手の中にあります。神との関係において、自分がいつどのような一歩を踏み出すのかは、だれにもわかりません。もし神が今、救いの信仰を私たちの手の届くところに置いてくださっているなら、あるいは、キリストにある何かを受け取るための他の何かを私たちの手の届くところに置いてくださっているなら、先送りにすることには永遠の危険が伴います。私たちは、神がそこに置かれたものに、神がそこに置かれた時に、向き合わなければなりません。別の時にその一歩を踏み出せる保証は全くありません。それはただ聖霊の御業です。私たちは人々に新生の意味をとても、とても明確に伝えなければなりません。新生の性質は壮大なものです。救われることは偉大なことなのです。


キリストのバプテスマの普遍性


ベツレヘムからヨルダン川に移ることにします。ヨルダン川は主イエスの生涯における次の重要な出来事です。彼のバプテスマの普遍的な意義と内容を見ることにします。まず最初に、バプテスマのヨハネが登場します。彼の誕生には大天使が関係していました。聖霊も関与しておられました。なぜなら、彼は生まれた時から聖霊に満たされることになっていたからです。バプテスマのヨハネは、旧約聖書のすべての預言者を公式に代表し、自らの内に集約していました。「ヨハネよりも偉大な預言者は起こったことがない」。主イエスは、「すべての義を成就するのは、わたしたちにふさわしいことである」と言われ、そして、バプテスマのヨハネは「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」と主イエスを紹介しました。「神の小羊」「見よ、神の小羊」。何百万、何千万もの小羊がいけにえにされてきましたが、それ自身で神に受け入れられたものは一匹もいませんでした――ただ小羊なる御方に照らして受け入れられたのです。この御方はそれまでほふられてきたすべての小羊をご自身のパースンの中に集約されました。過去に遡るこの広がりには凄まじいものがあります。


これはヨルダン川でのことです。「世の罪を取り除く神の小羊」。普遍的な罪が彼の上に置かれました。そして、すべての罪を担っている状態で、彼はヨハネが述べなかった決定的な言葉を述べて言われました、「すべての義を成就するのは、わたしたちにふさわしいことです」「世のすべての罪」「すべての義」。これが彼の行いと関係していました。このバプテスマはなんと途方もないものなのでしょう。それによりすべての律法と預言者は成就されました。それにより全世界の罪は対処されました。それによりすべての義の問題は決着がつきました。なんというバプテスマでしょう！このようなバプテスマがあったでしょうか？そうです、あなたのバプテスマがあります。ただし、あなたはこのバプテスマの意義の中に入り込む必要がありますし、あなたのバプテスマは真実なものである必要があります。あなたが世の罪を担って取り除くのではなく、彼のバプテスマの益にあずかるのです。これらの言葉と共に、彼はヨルダン川の中に下って行き、そして出て来られました。彼は普遍的な死を示し、普遍的な裁きを受け、復活の命と、復活による新創造の普遍的法則とを示されました。これはすべて、過去のことだけでなく、これからのことも含んでいます。


次に、天が開かれました。天が再び介入し、次に地獄も介入しました。なぜなら、誘惑はバプテスマの一部だったからです。誘惑はそれだけのものではなかったのです。「その後、イエスは御霊に導かれて荒野に行かれた」。このバプテスマは過去と未来のすべてに影響を与えました。どのようにすべての義が主イエスのバプテスマによって予型的に成就されたのでしょう？それはまさにこういうことです――神は最小限の要件として罪なき完全を獲得されたのであり、神は罪なき完全ではないものを受け入れたことが決してない、ということです。罪なき完全をこの旧創造の中に見いだせるでしょうか？では、どうやって罪なき完全が成就されるのでしょう？旧創造は裁きの下で滅びなければなりません。そして、神に創造された新創造が生じなければなりません。それで、彼はヨルダン川を予型的に通って、そこから上がられたのです。彼の中に罪はありませんでしたが、普遍的な罪が彼の上に置かれました。主イエスの死・葬り・復活により、義の問題はすべて決着がつきました。パウロは神によって用いられて、バプテスマを次のように解釈しました（ローマ六章、コロサイ二・十二）。すなわち、罪の体をすべて除き去ることです。これは、いま私たちは罪なき完全にあずかれるという理論ではなく、罪なき完全であるものが私たちのために用意されているということです。しかし、それは私たち自身の中にはありません。私たちは依然としてとても罪深い性質を帯びており、私たちは「その性質に対して自分は死んでいる」と見なさなければなりません。上から何かが入ってきたおかげで、私たちはその性質を拒み、あたかもそれに対して死んでいるかのように生きることができるのです。


あなたにお尋ねしますが、あなたにとってバプテスマとはそのようなものでしょうか？御言葉の中で命令されているから、あるいは、主イエスが行われたから、自分も行わねばならないと思っているだけでは、この問題を取り扱うのに十分ではありません。唯一の適切な根拠は、その天的意義を見ることです。形式的にこの事柄の中に入って来るのでは、あるいは、命令だからというだけでは、あまり意味がありません。しかし、霊的理解力をもってその中に入るならば、悪魔が出て来てそれに反対します。それは形式や慣習ではなく、霊的な力の広大な領域を拓く力強い証しなのです。


同じように、変容、十字架、主イエスの祈りの生活、彼の復活、ペンテコステ、彼の再来を見ていくと、そのどれにも普遍性があることがわかります。それはたんなる出来事ではなく、その背後には聖霊によって開かれるべき深い天的意義があるのです。


霊的理解による成熟が力の秘訣である


私たちの目がそれに対して開かれる時、私たちはキリストの富を得ます。そして、それこそ敵が憎んでいるものであると私は信じています――すなわち、霊的成熟です。もし敵があなたの前進を止めて、神があなたに示された次の一歩を踏み出すのを妨げることができるなら、あなたに対する、またあなたによる神の御旨をすべて抑え込んだことになります。神の子供たちのあらゆる従順な行いには何が関わっているのかを敵は知っています。敵は、あなたが主のために決断し、御霊の働きを受け入れることを妨げようとします。敵は、「今、その一歩を踏み出してはならない」と言います。人と相談するように仕向けて、あなたを混乱させ、あなたが主と共に進み続けるのを阻止しようとします。主に対する従順な行いは、みな普遍性へと至ります。パウロのような人を見てください。彼はすべてを手放して、それまでに得たものをすべてくずと見なしました。さらに彼は言います、「兄弟たちよ、私はすでに得たとは思いません（中略）彼を知るために私は突き進みます」。これは何を意味するのでしょう？


パウロは述べていますが、主の啓示と主と共なる歩みには、失いかねない重大な何かがあります――それは救いではありませんが、救いの中に含まれる何かです。どうか主が私たちの心に、神の天的体系を代表しておられる主イエスのパースンと結びついているこれらいっさいの事柄の力と重みを示してくださり、全き成長に向かって進むよう私たちを促してくださいますように。


  



  第四章 主権


さて、「天」の二つ目の主な意味である、主権、超越性、優位性に移ることにします。聖書をあまり深く研究するまでもなく、天は霊的に普遍的なものを象徴的に表しており、次に、主権――統治・支配するもの――を表している、という結論に明確に辿り着きます。


創世記の冒頭からご存じのように、神は天に大きな光を置いて昼と夜を統治されました。この意味で天が支配しており、聖書全体を通してこの原則が象徴や型――天体と天の秩序――において維持され続けます。よくご存じのように、目に見える宇宙は天の秩序によって統治されています。ご存じのように、私たちの海の潮流、海流、この地上のすべてのものは天体によって統治されています。もし天に太陽がなかったら、私たちは今日ここにいなかったでしょう。人は、太陽が発するものを利用することで、偉大な発明をしてきました。星々が導いています――天が支配しています。


これは、神に属するいっさいのものに関して統治している霊的なものを表しています。その統治の結果、主権が到来して、天に見られるような主権と共に優位性も到来します。


「天が地よりも高いように……」


「あなたの御手のわざである天を思う時」、優位性、高揚、超越性を得ます――すべてを凌駕します。これらは霊的原則であり、私たちが今まさに住んでいるのはこれらの霊的現実の領域なのです。


型や表象を離れて本体そのものに向かう時、あなたは天が支配するというこの事実によって霊的な奥義――霊的啓示――を有する立場に導かれます。神があなたに事の内なる霊的な面を啓示される時、あなたは霊的に優位な権威ある立場に置かれることになります。万物よりも高くされて、権威・統治・主権の地位につくことになるのです。


さて、私たちはこれまで、すべてを主イエスのパースンの中に集約してきました。彼はこの天的体系全体を代表しておられます。彼に関するものはみな、これらの霊的原則を実証していることを、私たちは見てきました。この主権と優位性の原則を理解するとき、天が代表者である彼のパースンと使命に関して実際に主権的に大いに支配していることがわかります。


福音書は、天にあって人を支配し事物を支配しているものと共に導入されます。これは興味深いことであり、大きな意義があります。私が言っているのはマタイによる福音書の冒頭のことです。もちろん、私が星のことを述べていることはおわかりでしょう。この福音書は、天に見えるものによって導入されます。そして、それが人々の世話を引き受けて、彼らの進路を導きました。そして、天によって支配された進路により、彼らをキリストのもとに導きました。この原則は、福音によって主イエスのもとに導かれるすべての人、あるいは「御子に関する」福音の中に導かれるすべての人と関係しています。これは天の働きであり、天に主導権があります。天の支配をある程度理解・認識しないかぎり、私たちは決して「御子に関する」福音の中に完全に入り込むことはできません。


つまり、「御子に関する」というこの句を使った人は、天にあるものによって御子のもとに来て、主イエスを経験的に知るようになったのです。人が見た最も驚くべきことでした――ナザレのペテン師と思われていた者が、突然、神の御子として啓示されたのです。これにより、この人は顔を伏せました。そして、彼が発した最初の言葉は「主よ……」でした。天が支配しています。福音の天的な面を見ないかぎり、私たちは決して福音の豊かさの中に入り込めません。それまでは、私たちは彼のことを救い主としか見ておらず、君主とは見ていません。神の順序は「君主であり救い主」です。多くの人は彼を救い主と見て、そのような方として彼を受け入れます。そして、おそらく何年もたってから、彼を主と見て、全く彼に明け渡します。これは順序が間違っており、その間、あなたは神が意図しておられる多くのものを失います。私たちはこれを神が述べておられるように述べる必要があります――第一に君主です。つまり、私たちの生活の中のあらゆるものよりも高く上げられて、王座についておられる主イエスです。救い主である彼を持つことは、その中に含まれます。救いのためだけにキリストを受け入れる人々は、福音の一部しか得られません。


パウロが福音の中に入ったのは、まず第一に、主であるイエス・キリストを見ることによってでした。彼は天にあるものを見て、イエス・キリストの主権によって救い主のもとに来ました。これが全き救いへの道です。最初、福音は星によって象徴的に示されます――天に見えるものが、人々の進路を支配・制御して、救い主のもとに導きました。これはとても単純ですが、ずっと維持されるべきとても重要な原則・法則を表しています。マタイによる福音書の最後も全く同じ音色を奏でていますが、その間に様々な展開があります。「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられました。それゆえ、あなたたちは行きなさい……」。最初に支配していた、天に見えたものが、今や発展して、ついにあなたは、この地上のすべての政治的部門はイエス・キリストの主権的支配の下にあることを見る、幸いな立場に至りました。「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられました」。この世の政府は、目には見えませんが、主イエスの御手の中にあります。その背後には主権があり、いつの日か、彼は王の王、主の主となられます。


福音は主権の福音書であるマタイによる福音書と共に登場します。そして、この書には主イエスの主権の様々な象徴があります。「天」という言葉が出て来る回数は、マタイによる福音書では七十五回を下りません。また、この福音書では御使いもたくさん出てきます。というのは、御使いに出くわす回数は十七回を下らないからです。超越性、高揚、優位性を常に物語るもう一つの要素は、山々への言及です。山はマタイによる福音書の中に十四回出てきます。この山々について調べてみると、それらは何らかの統治する力において現れることがわかります。何らかの形で主はご自身が統治――支配――している事実を浮き彫りにしようとしておられます。この書は山で終わります。


ルカ書は恵みの福音書であり、ルカはエルサレムで終えます。これは恵みです――主イエスを拒絶した人々に対する恵みです。マタイによる福音書はエルサレムを脇にやって、ガリラヤの山に向かいます。主権はもはやエルサレムにはなく、今や主イエスにあります。「天においても地においても、すべての権威がわたしに与えられています」――この原則が終始一貫しています――超越性、高揚、優位性、主権はみな、主イエスのパースンにあります。


さて、マタイによる福音書は、天に見えるものが支配するという原則と共に始まり、すべての権威が主イエスのパースンに与えられたことで終わります。そしてその間に、行政上の手段が導入されます。教会がマタイによる福音書に登場するのはきわめて意義深いです。十六章には、「この岩の上にわたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門もこれに打ち勝つことはない」とあります。主権は教会と関係しています。行政上のこの手段と、主イエスのパースンにある天のこの主権とは、とても堅く結びついているので、ハデスの門もこれらに打ち勝てないほどです。次に、主は教会の権威について語り始められます――「あなたが地上で縛るものはすべて、天でも縛られ、あなたが地上で解くものはすべて、天でも解かれます」。これが教会におけるキリストの権威です。


主イエスに関する何らかの真理を知的に把握することは一つのことですが、聖霊の啓示によってキリストに属する事柄の中に経験的に入り込む時、あなたは上に立つ強固な立場――あらゆる支配を超越する立場――にあずかるようになります。ある真理、健全で正統的で聖書的な真理を得て、それを真理として提供することと、自分の心の中にその真理の内的な意味を啓示してもらって、それを提供することとは、大違いです。二人の人を例にあげましょう。一人は神の御言葉の何かを取り出して、それをメッセージとして与えます。そこには何の落ち度もなく、健全な教理なのですが、何かが欠けています。もう一人は全く同じ真理を取り出してメッセージを与えます。彼がメッセージを与える時、あなたは命を感じます――何かがあなたに届きます。一方のメッセージは他方と同じく真実でしたが、一方は本としての聖書から語り、他方は聖霊によって自分の心に与えられた聖書の啓示から語ったのです。後者は座って健全な説教を用意したのではなく、神の御言葉を膝の上に置きつつ、開かれた天から真理が自分の心に啓示されるまで主の御前で待ったのです。


素晴らしい説教者が大勢いますが、彼らは養っていません、建て上げていません、栄養を与えていません、満足を与えていません。命の経路ではありません、天の介入を感じません。支配するのは天であり、あなたは天にあるものを見なければなりません。エゼキエルが御使いに連れられて、測るための葦を持ってエルサレムの宮を巡ったことを、あなたは覚えておられるでしょう。そのような務めを持つには、まさにそうでなければなりません。示してもらわないかぎり、どうやって神に適っているものを示せるでしょう？同じように、聖霊に神に適っているものを啓示によって示してもらわなければなりません。啓示によって聖書にないことが示される、という意味ではありません。聖書の中にある、聖霊が開かれないかぎり見れないものを示してもらうのです――御使いがエゼキエルに示したように、私たちも連れ回されて示してもらうのです。このために聖霊は来臨されたのです。というのは、宮はキリストの型にすぎず、キリストを啓示する御霊は「わたしのものを受けてそれをあなたたちに示」されるからです――「彼はあなたたちをすべての真理の中に導」かれます。神の御心に適う事柄の啓示により、あなたは霊的権威と優位性の立場に導かれます。


私たちは主に、天上に在ることの意味を啓示してくださるよう、求める必要があります。天上は私たちが行くべき場所ではなく、私たちがすでに来ているのに気づいていない立場です――この立場は私たちを尊大にするためではなく、霊的・道徳的優位性を与えるためのものです。主は他の人々がそれに気づくようにされます。神に適っている事柄の啓示を受ける立場は強力な立場です。


この現在の時、イエス・キリストの主権と権威は、この地上における政治的なものではありません――人々の間に現れていません――「わたしの王国はこの世のものではありません」。しかし、彼の主権は霊的な主権です。彼は密かに統治しておられ、それには強烈な衝撃力があります。天上の中に入ることは、あなたが霊的・道徳的優位性を得ることを意味します。神と共に脱出する道は何でしょう？困難から、苦難から抜け出すことでしょうか？それは通り道です。地上であなたは何らかの苦難・困難・逆境の中にあります。解放を主に叫び求めても、主は解放してくださいません。そして、あなたは様々な心の葛藤に陥ります。なぜ主はあなたを解放されないのでしょうか？彼はあなたが支配するよう訓練しようとしておられるからです。解放の道は、あなたの霊によってそれを克服することによります。あなたは、「主よ、私はこれを支配して、あなたの御旨に役立たせます。そして、霊の中でその下に落ち込むことを拒みます」と言わなければなりません。この立場を取る時、あなたはそこから抜け出します――神が入って来られます。私たちは自分の問題から解放されることを願っていますが、主は私たちがご自身にあって問題を克服することを願っておられるのです。


パウロもそうでした。彼の肉体のとげは、ある意味において彼を苦しめましたが、彼はそれを克服していました――そのとげは彼に役立つものでした、彼はその餌食ではありませんでした。これが天の支配です。それには効果があります――私は何度もこの効果を実証してきました。問題は、時として私たちがあまりにも蒙昧で、盲目的に進み続けることです。それに屈したり、敵に目をくらまされたりしているうちに、突然、その下にいてはならないことがわかってきて、「主の御名の中で、私はこれを克服します」と言うようになります――天によって抜け出すのです。


主は私たちに、まず、天が支配していることを示し、次に、私たちを霊的にも統治的にもご自身の高く上げられた地位――ハデスの門も私たちに打ち勝つことはありません――に導いてくださいます。そして、地と天のすべての権威が御手の中にあるというあの偉大な地位へと導いてくださいます。


神の今の御旨は、行政上の手段を確保して、その手段を統治のために訓練することです。人々は、主はなぜ宇宙から悪魔を一掃しないのか、なぜ苦しみや苦悩を止めないのか、と不思議に思っています。というのは、御言葉は私たちに、私たちの主イエスは「悪魔のわざを滅ぼすために現れた」と告げているからです。このようなことがすべて許されてきたのは、教会を個人的にも団体的にも試練を霊的に克服する立場に導くためです。神の御旨は私たちをより高い地位に置くことであり、それこそがキリストにあって私たちが占めるべき適切な地位――そこでは天が支配します――なのです。あなたの霊が下にある時、あなたは落ち込んで、外に、下にいるしかありません。神は、私たちがそのような状態を克服することを望んでおられます。啓示はまさにこれと関係しています。素晴らしいことに、あなたが自分の立場をほとんど維持できずにのろのろと進んでいるとき、突然主はあなたに閃きを与えてくださいます――なぜあなたはキリストにある自分の立場を取らないのか？という閃きを与えてくださるのです。


主権は天的立場にあること、そして、「私たちはキリスト・イエスにあって天上に座らされた」がゆえに、天的立場は今や私たちのために主イエスにあって確保されていること、これは偉大な事実です。主権、統治、優位性、高揚――すべて私たちの主イエスの中にあります。そして、この地位にあって、私たちは物事を統治する者――霊的統治者――であるべきです。これは声の大きさや言い回しの問題ではありませんし、こぶしを握る問題でもありません。あなたの霊がおそらくとても静かに、深く、しかし、力強く、「いいえ、私は主権者である主の御名にあってそれを拒みます」と言える立場にあることが大事です。私たちは、キリストにあって静かにはっきりとした立場に立つことで、暗闇の勢力を弱めます。これは知的なことではなく霊的なことです。なぜなら、天は霊的なものを表しているからです。


私はエズラ記の七章を読んで感銘を受けました。この章は命令について述べています。王はエズラに命令を与えましたが、敵はその働きを妨げようとしました。しかし、彼は命令に基づいてやって来ました。エルサレムでの働きの遂行に関して王が三回使った言葉は「天の神」でした。天の神のおかげでエズラは命令を受けました。そして、その働きの達成を妨げようとする者はだれでも、しかるべく対処されました。あなたが天の神から命令を受ける時、神はあなたの使命が成就されるよう見守ってくださいます――あなたの敵があなたに打ち勝つことはありません。あなたがある場所から追い出されたとしても、神は他の扉を開けてくださいます。天の神の大使であることは偉大なことです。委員会や理事会や教会会議はあなたを地上のすべての教会から追い出すかもしれませんが、天の教会からは追い出せません。天が支配しているからです。


  



  第五章 霊性


聖書朗読：一コリント二・六～十五。


  



「律法が肉のゆえに弱くて、なし得なかったので、神は、ご自身の御子を罪深い肉の様で、罪のために遣わし、肉において罪を罪定めされました。それは律法の規定が、肉にしたがってではなく、御霊にしたがって歩く私たちにおいて、満たされるためです。なぜなら、肉にしたがっている者は、肉の事柄を思い、御霊にしたがっている者は、御霊の事柄を思うからです。肉の思いは死ですが、御霊の思いは命と平安だからです。（中略）しかし、神の霊があなたたちの中に住んでいるなら、あなたたちは肉の中にではなく御霊の中にいるのです。もしだれでもキリストの霊を持たないなら、その人はキリストのものではありません」（ローマ八・三～六、九）。


「さて霊の賜物については、兄弟たちよ、私はあなたたちに知らずにいてもらいたくありません」（一コリント十二・一）。


「というのは、私たちの格闘は肉や血に対するものではなく、支配者たちに、権力者たちに、この暗闇の世の支配者たちに、天上にいる悪の霊の勢力に、敵対するものだからです。こういうわけで、神のすべての武具を取りなさい。それは、あなたたちが邪悪な日にあって抵抗することができ、またすべてのことをやり抜いた後も、なお立つことができるためです」（エペソ六・十二、十三）。


  



天の支配についての黙想を続けることにします。私たちは天の偉大な象徴的意味の二つ――すなわち、普遍性と主権もしくは優位性――を部分的に見てきました。今、「天」という言葉の三番目の意味に移ることにします。それは霊性です。これはきわめて重要な問題です。実に、他のいっさいのことの基礎です。これまで示してきたように、神の観点によると、すべからく最も重要なのは事の天的側面、天的意味、天的価値です――事に関する神の御思いです、人の思い・判断・観念・説明ではなく、神がそれによって意味しておられるものです――これが決定的なものです。そうである以上、次のことが直ちに明らかになります。すなわち、霊性はこの意味で重大な支配的要因――支配するもの――なのです。


主の子供である私たちですら、観念、判断、評価、物事の受け止め方や評価法は、非常に物質的です。私たちは、自分のこうした魂的感覚によって大いに支配されており、影響を受けています。物事が他人にどのような影響や印象を自然に及ぼすことになるのか、それらに対する彼らの反応がどのようなものか、それが人々の間でどれだけ重んじられるのか、ということによって、支配されているのです。大事なのはただ、それが世人に与える印象、他人がそれをどう思うかです。私たちの内における十字架の真の御業は、世人がどう思うかは問題ではなくなる境地に私たちを導くことです。これは簡単なことのように聞こえますし、私たちはその境地にあって当然のように聞こえますが、それでも、私たちはみなこの問題で看破されることが時々あります。それは人々にどう見えるのか、どんな影響を及ぼすのか、人々の前にどう立つのか、人々に重んじられるのか、「成功」とならわし称されているものを収めるのか、すべてが私たちのこの魂の命によって判断・決定・判定されてしまうのです。これは全く物質主義的であり、すべて感覚と関係しています。私たちは、こうした事柄が自分に全く影響を与えなくなる境地、あらゆることで天的視点を持つようになる境地に達しなければなりません――そのとき、聖霊により主イエスの御名の中に集められた二人または三人は、何らかの地的な大義のために集まった千人または五千人よりも、この宇宙における強力な要因であることを、私たちは見るようになります。


霊性はとてつもなく強力な要素です。確かに、私たちは、自分の霊的生活においてすら、きわめて物質主義的です。矛盾しているように聞こえますが、これに疑いはありません。主が、ご自身と共に歩む一人一人の子供にしようとしておられることは、各々を霊的にすること、霊性を発達させることです。主は、ご自身の子供たちの霊性を高めることを、最も求めておられます。新生は霊的誕生であり、「霊から生まれるものは霊」です。真に再生された神の子供の中には二つの実体があります。それは、天然の人が善や悪と称するものではありません。この外なる人、この古い人、依然として天然的理性・天然的感情・天然的選択力を持つ人がいます。この人が依然としてあなたたちと共にいますが、その内側には、聖霊の生かしによって、もう一人の人、心の内なる人、新しい実体が生まれています。この人は霊の人です。神からのものがそこにあります。


神の中心的関心事


この「新しい人」に神は関心を寄せておられます。神の関心はすべてそれにあります。神が追い求めておられるのは、それを成長させて、成熟した状態にもたらすことです。それによりその人の残りの部分を取り扱えることを、彼はご存じです。魂と体は、主イエスにある贖いにおいてそれなりの役割がありますが、神は霊すなわち新創造の人から始めて、それを通してその人の残りの部分に働きかけて、その天然の人を虜とされます。新しい一組の能力を持つこの新しい人に、神は関心を寄せておられます。天然の人は、理性・理解力・感情、自己表現、選択力という能力を持っていますが、これらはみなこの外なる人と関係しています。再生され、天から生まれて、新しい人が誕生しないかぎり、霊的能力はありません。この新しい人は、天然の人にはない全く新しい一組の能力を賦与されています。霊的な理解力である理解の能力を持っています。神聖な事柄に関する新しい価値観を持っています。主は、聖霊によって、これらの能力の発達に注意を払っておられます。ヘブル書の著者は、私たちの霊の父が私たちをその中に導いて課される「子供の訓練」について述べています。それは、私たちの感覚がそれによって訓練されて善と悪を見分けられるようになるためです。しかし、それらの感覚は私たちの霊の感覚です――私たちの霊を成熟した大人にするためのものなのです。


これを見るとき、私たちは聖書のかなりの部分を理解できるようになります。「私たちは肉にしたがってではなく、霊にしたがって歩きます」。「肉の思いは死ですが、霊の思いは命と平安です」。これは、ある事が神からかどうかをいかに見分けるのかという、導きにおける偉大な支配的原則の一つです。御霊の中を歩いているなら、あなたは、ある事が神からかどうかを、命と平安のあるなしで判断できます。もしその事柄が生きておらず、それに関して大いに不安を覚えるなら、それを放っておきなさいということです。しかし、あなたが神と共に歩いていて、それに関して平安と命を感じているなら、それは御霊の思いを持っているということです。それは、正しいか間違っているかに関する天然の人の理屈ではありません。それは、聖霊があなたの霊の中に住んでいて、命を与えておられるからなのです。それは、啓発された良心以上のものであり、聖霊が神の事柄を証ししておられるのです。


霊性とは何か


霊性とは、天が意味するところのものであり、統治するものです。霊性の度合いが、神の観点から見た終局性・確実性・確定性・力の度合いです。


霊性とは何を意味するのでしょう？霊的であることについて話す人のことを、この世離れした空想的で夢想的な人物と思う、大勢の人と私たちは会ってきました。彼らは、そのような人物のことを、抽象的になってしまって、実際的なものをすっかりなくした人と思うのです。そうではありません。霊性はとても実際的なことです。霊性は神秘主義の同義語である、と考えている人々もいます。しかし、神秘主義と霊性との間には大きな違いがあります。「神秘主義」という言葉を使うのは危険です。新約聖書で使われている「神秘（奥義）」という言葉の意味について、私たちははっきりさせなければなりません。新約聖書における「神秘」は、ある時までは覆われて秘密にされてきたけれども、今や明るみに出されているものを意味するにすぎません。「神秘主義」は全く別ものです。神秘主義は、常に物事の隠れた心霊的理由を見つけ出そうとするものであり、顕在化している物事の背後に回って潜在的要素について何らかの示唆を与えようとするものです。多くの聖徒が神秘主義者と呼ばれてきましたが、それによってその務めはすっかり台無しにされてきました。神秘主義は霊性とは全く別ものです。神秘主義は絵空事であることがしばしばです。霊性は現実的です。一方は純粋に魂の問題です。「神秘主義者」の中には、物事をきわめて美しく描写できる人もいますが、その道徳的性格の中核は邪悪であるかもしれません。


次に、支配的要因としての霊性の向上の問題に移ることにします。パウロがこう述べたことは覚えておられるでしょう。「私はあなたたちに、霊の人に対するようには書き送ることができず、むしろ肉の人に対するように、赤子に対するように書き送りました。私はあなたたちに乳を飲ませて、肉を与えませんでした」。しかしそれでもパウロの手紙は霊的な事柄でいっぱいです。「さて霊の賜物については、兄弟たちよ」（十二章）。これが意味するのは、この人々は霊的な事柄に大いに興味を持っていたということです。彼らは霊的な事柄にすっかり夢中でした。「霊的なもの」が彼らを大いに魅了していました。異言で語ることや、霊的であると称されている他の多くの事に夢中でした。しかしパウロは、「私はあなたたちに、霊の人に対するようには書き送ることができず、むしろ肉の人に対するように書き送りました」と言いました。霊的な事柄に肉的な関心を持つおそれがあるのです。今日、多くの人が異言で語ることに興味を持っていますが、それは肉的な興味です。それは誇示できるものです。霊的なものを見せびらかすために欲しがるのであれば、それは肉的です。それらは自分の感覚に訴える証拠だからという理由で求めるのであれば、それは肉的です。その領域にあるものを証明できるようになりたいと思うなら、それは肉的です。このように、霊的な事柄に関心を寄せていたとしても、依然として肉的であるおそれがあるのです。それでどうなったのかはご存じでしょう。彼らは「私はパウロにつく、私はアポロにつく……」と言っていたと、彼は述べています。「あなたたちは肉的であって、ただの人のように話しているのではありませんか？」。霊の人はただの人のように話すことができず、神のように話します。ただの人のように話してはならない、とあなたは命じられています。これらの事柄に関心を持つことは、霊性の印ではありません。その正反対かもしれません。


霊性の証明は、全く証拠がない時でも神と共に歩めることです。神がご自身を隠される時、信仰のみで歩まなければならない時でも、そうすることです。アブラハムのように、すべてが神を否定しているように思われる時でも、神を実証するものを求めないことです。神は、ご自分の子供たちを、ご自身の臨在を感覚的に示す多くの証拠がなくても、信仰によってご自身と共に歩むことができる、と信用できる地点に導こうとしておられます。神が与えてくださる証拠に頼らざるをえないのは、幼子である証拠です。無知な人々の間における神の御業の歴史においては、神は御力を示すために素晴らしいことをされたことがよくあります。しかし、彼らが真に霊的に自分の足で立つようになり始めるやいなや、徐々にそうした事は差し控えられるようになります。そして、神は彼らに、ご自身をご自身のゆえに信頼するよう要求されます。これが成長であり、霊性の増し加わりです。


近頃、私たちはこのような地点に導かれつつあるのではないでしょうか？主が私たちをしるしや不思議や自分の感覚を満足させることから乳離れさせられる地点、私たちが信仰によって主と共に歩むようになる地点、主が「よしよし、わたしはここにいますよ」と私たちの感覚を絶えずなだめすかさなくてもよい地点に、導かれつつあるのではないでしょうか？使徒が彼らを最終的にどこに導いたのかに注目してください。彼は「さて霊の賜物については、兄弟たちよ」と述べて、それらをすべて列挙していきました。そして、こう述べたうえで、彼はさらにこう述べたのです。あなたが大いに興味を抱いているものをすべて取り扱ってきたけれども、結局のところ、それよりも優る霊性があるのだ、と（十三章）。たとえこうした霊の賜物をすべて持っていたとしても、愛に欠けているなら、私は完全ではありません。一コリント十三章によると、ここに示されている霊性は、神の愛の表現・顕現です。この章を注意深く読み通すと、それは霊的成長を表していることがわかります。その基準に達せさえすれば、霊的に成長していることになります。もちろん、愛は霊の賜物に置き換わるものではありません。むしろ、それらの不可欠な基礎であり、支配的原理なのです。


このように、このコリント人たちは、霊的な事柄に大いに関心を持っていましたが、霊的成長は遅れていました。ですから、あなたは先に進んで行って、霊性の意味をもっとよく見なければなりません。霊性とは物事の神の面を理解することです。それは、まず、状態の問題です。「霊的である者は」。それは私たちの命の状態です。霊的状態にあるだけでは、霊的な事柄を決して理解できません。霊的状態になった後で、霊の事柄が問題になるのです。


霊的知識の性質と力


知識の問題を考えてみましょう。人は「知識は力なり」と言いますが、それは天然的な知識のことです。知的な知識のことです。人々の間では、それは力かもしれませんが、天然的知識よりも遥かに強力な霊的知識があります。パウロは、この世の知識は命の主を十字架につけたほど愚かなものである、と再度述べています。それは、最高度に発達したこの世の知識です。支配者たちはこれを行いましたし、賢い人々もそうしました。「私たちは神の知恵について語ります」。霊的知識は途方もないものです。それは天の支配です。主ご自身を知る知識は、これまで人に与えられた中で最も強力なものです――主を知る真なる、個人的な内的知識なのです。


最終的に重要なのは霊的理解力です。人々の知恵は尽きることになります。彼らは急速にそれに近づきつつあります。彼らはこの世の諸問題を解決するすべを知りません。この世の状況を対処するすべを知りません。その日が来る時、人々がこの世を賢く統治する問題で完全に敗北する時、主を知る人々は強くなり、安らかになります。彼らは重要な存在になります。人々の心が恐れでくじける時、主を知る人々に彼らは頼ることになります。


しかし、全宇宙が霊的理解力・知識によって統治されるようになることを、あなたは理解しているでしょうか。天がいま支配しているというなら、どのように支配しているのでしょう？天使や大天使はどうやって神のみこころを知って、彼の命令を遂行しているのでしょう？彼らが神と協力してこの世界を統治しているのを、私たちは見ています。彼らは、言われたから知っているのではありませんし、座って考え抜いたから知っているのでもありません。直感的に知っているのです。直感は霊の機能であって、魂の機能ではありません。あなたがある人と一緒に暮らして、その人を完全に理解するようになるのと同じように、彼らは知ります。あなたは長く一緒に暮らすことでその人と一つになります。座って探求する必要はありません。その人があることをどう思っているのか、直感的にわかります。神が宇宙を教会を通して統治されるようになるとするならば、それはみこころを知る直感的知識によってなされるでしょう。次にどうすることを彼が望んでおられるのか、私たちはわかるようになります。これは主との親密な霊的歩みと交わりの結果です。


私たちは、私たちを対処する神の御手の下に来ているのではないでしょうか？主がある時になさりたいことを感じ取るために狭い道に入りつつあるのではないでしょうか？主が望んでおられることや望んでおられないことを、あなたは心の中で知ります。それを主が望んでおられる時を知ります。それは御霊によってあなたに臨んだのです。それは霊的識別力であり、霊的知識たる霊性です。しかし、私たちは自分の頭で物事を考え、神聖な知識を人の理解力の水準に引き下げようとします。そこで、主は私たちを当惑させ、唖然とさせなければなりません。天然的能力で霊の事柄を取り扱おうとしているせいで霧の中にあるような状態に、私たちを陥らせなければなりません。彼は、みこころを内側に証しできる地点に私たちが至ることを望んでおられます。


「知恵と霊的理解力のかぎりを尽くして、神の御言葉を内に豊かに住まわせなさい」。


これは他の多くのことにも及びます。世人は強さを力だと考えていますが、主は愛と柔和さを力だと考えておられます。打ち勝ったのは愛であり、打ち勝つのは信仰です。何度も何度も神の偉大な勝利をもたらしたのは柔和さです。神はこれらのものを発達させられます。この宇宙で最も強力な力の一つは聖さです。主は、もし私たちが進み続けるなら、霊性をさらに加えてくださいますが、私たちに対する主の悩みは私たちが進み続けようとしないことです。私たちは依然として肉にあって歩いており、肉にしがみついています。自分のこの天然的能力をすべて持ち込んで霊的なことを行おうとしています。自分の熱意・情熱・力や、こうしたことを自分で考え抜くことが神のためになる、と思っています。それによって成し遂げられたものは何であれ、いずれ火の試練に耐えなければなりません。永遠に残るのは聖霊によってなされたものであり、ただそれだけです。聖霊だけが神の働きをすることができます。もし聖霊が神の働きを私たちを通してしておられるのでなければ、私たちが神のためにしていることはすべて無駄になります。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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